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〔縁むすびの松〕
謡曲高砂で有名な阿蘇大宮司友成,日,が 1020年 前に播州尾上か

ら名高い松の実を持ち帰って植えた松。縁むすびに霊験があ

るとされております。

〔願かけ石〕
御祭神阿蘇大明神がもろもろの願いをこめて額づかれたとい

われるこの石は願かけの石としてまつられております。

〔神の泉〕
一の宮町はむかしより地下水の噴出する「清泉の町」として
知られておりました。境内の水は「神の泉」とよばれ不老長
寿の水として多くの方に飲用されております。



ご祈願のすすめ

阿蘇神社では、毎日いろいろな願いをこめてお詣りさ

れる方がたくさんいらっしゃいます。

当社では、ご希望に応じて願い事を受け付け、ご神前

にてご祈願を行なつております。みなさまもご祈願をお

受けになり‐年間の御守護、開運を祈られることをおす

すめいたします。

祈願の主なるものは、厄祓い・家内安全・安産・身体

健康・子授け・良縁・初宮参り・還暦他賀寿祝い・学業

成就・車祓交通安全・商売繁盛・病気平癒・工事安全祈

願・五穀豊穣・牛馬安全等でございます。

みなさまおそろいでお詣り下さいますようご案内申し

上げます。なお、御遠方の方は郵便 。電話でも受け付け

いたしております。

熊本県阿蘇市一の宮町宮地
TEL(0967)22-0064
FAX(o967)22-3463

阿 蘇 神 社 社 務 所



御

案

内

社
記

に
よ
れ
ば
阿
蘇
神
社

の
御
創
立
は
孝
霊
天
皇
九
年

（紀
元
前

二
八

一
年

）

と
伝

へ
て
い
ま
す
。
祀

っ
て
あ

る
神
様

は
全
部
で

十
二
座
で

す
が

そ
の
中
で

一
、

○
〇
〇
年
の
昔
か
ら
歴
史
の
本

に
も
記
載
さ
れ

て
い
る
神
様
が

三
座
居
ら
れ
ま
す

そ
の
神
様

の
御
名
は

一　
の

宮

　

健
　
磐

　
龍

　
バ
叩
　

（神
武
天
皇
様

の
孫
神
と

つ
た
え

て
い
ま
す
）

一
一
の

宮

　

阿

蘇

都

媛

〈
叩
　

（
一
の
宮
御
妃
神

）

十

一
の
宮

　

國

起

っ
ふ
ゃ
稀

た
場

み
鏡

　

（阿
蘇
初
代

の
國
造

）

右
三
座

の
神
様
は
他

の
神
様
よ
り
特

に
重
く
祀
ら
れ

て
来

て
、

こ
れ
ら
の
神
様

の

御
陵
墓
と
云
わ
れ

で
居

る
古
墳
が
阿
蘇
神
社
よ
り
三
キ

ロ
ほ
ど
離
れ
た
地
点
に
点

在
し
て
い
ま
す
¨

（中
通
古
墳
群
と
云

い
六
世
紀
頃
築
造
さ
れ
た
も
の
）

他
の
十
座

の
神

々
は
近
親

の
神
様
で

す
。

古
い
昔
の
事
で
す
が
こ
の
阿
蘇
谷
は
満
々
と
水
を
た
た
え
た
湖
水
で
あ
り
ま
し
た
。

阿
蘇
大
神
健
磐
龍
命
は
湖
水
の
水
を
切
っ
て
落
し
て
美
田
を
開
き
、
農
耕
の
道
を

教
え
国
土
の
開
拓
に
尽
さ
れ
ま
し
た
。
十

一
世
紀
以
降
、
肥
後

一
の
官
と
仰
が
れ

肥
後
の
国
の
総
鎮
守
神
と
し
て
県
民
の
尊
崇
を
う
け
ら
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

国
上
の
開
拓
と
は
た
だ
産
業
の
振
興
の
み
な
ら
ず
吾
々
人
間
生
活
に
か
か
わ
り
あ

る
交
通
、
文
化
、
学
芸
、
結
婚
、
医
薬
、
厄
除
、
等
―
生
活
守
護
の
神
と
し
て
限

り
な
い
御
神
恩
を
い
た
だ

い
て
居
り
ま
す
っ

阿
蘇
大
宮
司
家
は
御
祭
神
健
磐
龍
命
よ
り
綿

々
、
累
世
、
相
継
ざ
現
大
宮
司
は
九

十

一
代
目
に
あ
た
り
ど
二
室
に
次
ぐ
旧
家
と
し
て
世
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
中
世
以
降
は
肥
後
の
国
の
大
半
を
領
有
し
て
皇
朝
の
た
め
尽
す
い
し
、
御

綸
旨
、
軍
忠
状
等
の
古
文
書
も
数
百
通
保
存
し
て
あ
り
、
足
利
尊
氏
の
軍
勢
催
促

状

「も
と
ど
り
文
」
等
の
貴
重
な
宝
物
も
宝
蔵
さ
れ
て
居
ま
す
。



社
殿
は
度

々
の
天
災
で
焼
亡
し
ま
し
た
が
、
天
保
六
年

よ
り
弘
化
、
嘉
永
、
安
政

年
間
に
至
る
二
十
年
余
の
歳
月
を
か
け
現
在

の
社
殿
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
神
殿

は
天
保
十

一
年
よ
り
十
二
年
に
か
け

て
三
神
殿
、
嘉
永
二
年
に
楼
門
が
竣

工
し

て
い
ま
す
。
白
木
の
総
け
や
さ
作
り
で

見
事
な
彫
刻
が

ほ
ど

こ
し
て
あ
り
ま
す
。

楼
門
の
規
模

は
宏
壮
で
神
社
建
築

に
は
珍
ら
し
く
二
層

の
屋
根

に
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
両
脇
門
が
あ

っ
て
神
幸
門

・
還
御
門
と

い
い
平
常

は
閉
じ

て
い
る
が
御
田

植
祭

の
神
幸

の
時

の
み
使
用
し
ま
す
。

こ
れ
は
皇
居

の
制

に
な
ら

っ
た
と
伝
え
ら

れ
ま
す
。
又
拝

殴

・
翼
廊
等
は
昭
和
二
十
二
年
の
建
築
で

す
。

阿
蘇
神
社
春

・
夏

・
秋

に
執
行

の
三
大
祭
は
昭
和
五
十
七
年
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
と
し
て
国
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

四
基
の
御
神
興
が
出
御
さ
れ
神
幸
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

青
日
の
中
を

「宇
奈
利
」
や

「獅
子
」
の
行
列
が

つ

◇
御
田
植
神
幸
式
祭

（
お

ん

だ

）

づ
き
、
都
会
に
は
な
い
の
ど
か
な
ふ
ん
い
さ
が
見
ら
れ
ま
す
。
毎
年
七
月
二
十
八

日
執
行

〈ち
ま
き
授
与
〉

Ｏ^春・　　無不（火一り）齢帰刺詢噺韓」姉赫「雌制畦［』詢はガ制は

が
始
ま
り
、
境
内
い
っ
ぱ
い
に
拡
が
る
火
の
輪
が
見
事
で
す
。

人９祭
あ
げ
　
」（脚Ⅷ麒櫛は、岬財耐脚赫響脚口喘。この「一は環店、

〈０田〓念ボ（放生会）
れ制に耐謳同時鰤岬』赫は昨剤ｒ椰測］響輝

あります。〈幸矢授与〉

◇^
節

分

彙
ホ
　

仁
制
『
む

わ
鋼
ヽ
剛
稀
榊
Ｍ
動
舛
向
畔
別
赫
同
猟
け
だ
梅
科
雌

マ
本
を
投
げ
与
え

る
神
事
で
あ
り
ま
す
。
高
さ
二
肝
の
芦
塚
を
作
り
、
こ
の
中
に

疫
病
の
神
を

し
ず
め
る
祭

の
後
、
と
り
く
ず

し
て
ゴ

マ
木
と

一
緒

に
投
げ

る
。

こ

れ
を
家
に
持
ち
帰

っ
て
た
く
と
疫
病

に
か
か
ら
な

い
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

人Ｏ
風
鎮

籍

（
か
ざ

ま

つ
り

）
　

帥
噸
翔
回
¨
椰
は
劃
脚
け
劉
抑
卿
］
諄
側
に

の
ニ
ケ
所
で
行
わ
れ
ま
す
。


